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プロジェクトの概要 

●プロジェクトの背景 

まなびの輪は、大洗町役場・大洗小学校・

ボランティアの方々と連携し、大洗町在住

外国人の方々の日本語コミュニケーション

能力の向上および多文化共生のまちづくり

の推進を目的として活動してきた。今年度

はそれらに加え、コロナ禍において交流の

機会が減少した大洗町を中心とする外国人

の方々へコミュニケーションの場を提供す

ることも目指し、大洗町役場・ボランティア

の方々と連携し活動を進めてきた。 

 

●プロジェクトの目的・内容 

今年度の活動目的は「繋がる・続ける・伝

える」である。具体的な内容は以下の通りで

ある。 

(1) 日本語教室：大洗町を中心とした外国

人の方々へ日本語学習の場を提供する



ことを目的とし実施した。 

(2) オンライン夏祭り：イベントを通して

教室全体での交流を促すことで、外国人

同士および外国人と日本人の交流や情

報の共有が可能なネットワークを創り

出すことを目的とし実施した。 

(3) 茨城海岸美化プロジェクト：大洗町在

住の外国人の方々と交流を深めながら、

環境保全活動を通して地域に貢献する

ことを目的とし参加した。 

(4) 広報：本活動の周知、参加者を募ること、

大洗町住民と多文化共生の意識を共有

することを目的とし行った。 

 

 

図１：今年度の活動目的 

 

プロジェクトの成果報告 

●プロジェクトの成果 

（1）日本語教室 

日本語教室は、月に 4回（第 1・第 3土

曜日 21:00〜22:30、第 2・第 4水曜日 20:00

〜21:30）に ZOOM を用いて開催している。

外国人の方々のニーズや日本語のレベル

をもとに複数クラス（15～18クラス）を設

けている。クラスの担当者は、教材の作成

や予習などの事前準備を各自行っている。 

この活動における成果の 1 点目として

「関係の継続と学習者の増加」が挙げられ

る。前年度に引き続き、新型コロナウイル

ス感染拡大を防ぐため対面での実施はし

なかったが、オンライン化によってコロナ

禍以前から参加してくださっていた方々

との関係を継続でき、さらに日本国内に限

らず様々な地域から参加してくださる方

が増加した。 

2点目に「情報伝達」が挙げられる。日

本語教室の場を活用し、感染症に関するこ

となど生活に必要な情報を外国人の方々に

共有することができた。このような情報伝

達は外国人の方々の生活における不安を軽

減することに繋がったと考えられる。 

3点目に「日本語能力試験合格者の輩出」

が挙げられる。日本語能力試験合格は、外国

人の方々の自信に繋がるだけにとどまらず、

仕事の進展に関わることである。そのため

生活に直結する重要な意味を持つ。 

4点目に「楽しさの共有」が挙げられる。

コロナ禍で不安や閉塞感のある中、人と繋

がり、コミュニケーションを通して楽しさ

を共有できたことは、外国人の方々にとっ

て大きな安心に繋がったと考えられる。 

大洗町役場は、大洗町在住の外国人の

方々を本活動に繋いでくださった。また外

国人やボランティアの方々への教材の貸し

出しをしていただくことで連携を図った。 

 

  

図２：日本語教室全体の様子 



 

図３：日本語教室のクラスの様子 

 

（2）オンライン夏祭り 

2021 年 8 月 28 日（土）20:00〜22:00 に

オンライン夏祭りを実施した。この活動で

は、約 30名の外国人の方々が 3分ほどの動

画を用意してくださり、それらをクラスの

枠を超えて日本語教室のメンバー全員で視

聴しながら交流した。動画の間には、担当ボ

ランティアからのコメントやミニゲームを

挟んだ。 

この活動における成果の 1 点目として

「異文化理解・相互理解」が挙げられる。動

画を通して、町の様子や母国料理、地域のル

ールの紹介、歌や演奏などを皆で楽しむと

ともに、異文化理解を深めることができた。

中には凝った編集が加えられたものなども

あり、普段は見えない外国人の方々の一面

をお互いに知ることができた。 

さらに、外国人の方々の「自己表現の場」

としても機能したことが 2 点目の成果とし

て挙げられる。 

 
図４：外国人学習者による動画発表 

このイベントでは参加者全員で一体感を

感じることができた。 

 

図５：「緑のもの」を持ってくる 

ミニゲームの様子 

 

（3）茨城海岸美化プロジェクトへの参加 

2021年 11月 3日（水）に国際ロータリー

クラブ主催の茨城海岸美化プロジェクトに

参加し、大洗サンビーチにて大洗町在住の

外国人の方々と共に海岸の清掃を行った。 

これまではオンラインでしか関わることの

できなかった外国人の方々と大洗町で直接

会えたことは非常に喜ばしいものであった。 

この活動における成果として「活動の周

知」が挙げられる。まなびの輪として参加す

ることで、本活動の存在を大洗町の方々に

知ってもらうことができた。さらに外国人

の方々が地域の一員として町に貢献してい

ることをアピールすることにも繋がった。

何よりも、大洗町の美しさに触れながら皆

で交流できたことは心に残った。 

 

図６：清掃の様子① 

 



 

図７：清掃の様子② 

 

（4）広報 

広報については①SNS を用いた情報発信

（Facebook・Twitter・Instagram）、②クリ

アファイルの作成（2022 年 1 月〜3 月）を

行った。①の成果は、SNSにより参加者との

情報共有、活動の周知ができたことである。

②については「大洗町宣伝用ファイル」を作

成した。ファイルのデザインには、新規ボラ

ンティア・学習者の募集、活動の周知となる

情報を盛り込んだ。このファイルは大洗町

役場で、国際交流協会の会員および町民の

方々に配布していただいた。 

これにより、新たな参加者との繋がりの

創出や大洗町住民との多文化共生の意識の

共有を目指す。 

 

図８：大洗町宣伝用ファイル 

 

●今後の課題・展望 

現在、日本語指導ボランティアの多くは

大洗町以外に在住しているため、非常時や

子どもの教育における助け合いといった身

近なところでのサポートが難しい。そこで、

今後の課題として大洗町在住の日本語指導

ボランティアの拡充が挙げられる。そのた

めに日本語指導ボランティア養成講座を開

講する必要がある。また、日本語教室のボラ

ンティア間の情報共有は現在日誌を通して

行っているが、適宜ミーティングを開くな

どしてさらに強化を図っていきたい。そし

て、新型コロナウイルスが収束した暁には

大洗小学校での取り出し授業の支援を再開

させ、外国にルーツを持つ子どもの教科学

習や日本語学習のサポートを行いたい。加

えて、計画的に広報物の作成を行い、活動の

周知および町民の多文化理解推進に取り組

んでいきたい。 

今年度は新型コロナウイルスの拡大を懸

念し、対面での活動を思うように実行でき

なかった。今後は実際に大洗町へ足を運ぶ

ことで町を深く理解し、多文化共生のまち

づくりのために自分たちにできることをさ

らに見つけていきたい。これからも参加者

の方々との繋がりを大切にしながら活動に

励んでいきたいと考えている。 

  


